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・開 催 日　平成12年12月２日（土）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

・プログラム
10：00 受　　付
 　　　　　　　　　　　司　　会 河邊匡一郎
10：30 開　　催
10：30 開催挨拶
  小林　規威
  （淑徳大学教授・会長）

10：40 基調講演
  「グローバル化現象とマスメディア」─日本型報道システムへの考察─
  北村　文夫
  （淑徳大学教授）

11：50 懇 親 会
13：00 学会総会
 　　　　　　　　　　　説明者 坂上　雅翁
  （淑徳大学教授）

13：20 研究発表　　　　　　　モデレータ 岡田　匡令
 発表①「一近世文化の形成」

  小西　淑子
  （淑徳大学教授）

 発表②「環境問題研究プロジェクト　平成12年度成果報告」
  松原　健司
  （淑徳大学助教授）

 発表③「グローバル市場に生きる日本人のための
 　　　　ビジネス英語（Writing）シラバスの開発」
  岩崎　次郎
  （淑徳大学教授）

 特別発表
 「21世紀のコーポレートガバナンス」
  小林　規威
  （淑徳大学教授）

15：45 閉会挨拶
  北野　　大
  （淑徳大学教授）

15：50 閉　　会

第２回 

２．淑徳大学国際コミュニケーション学会学術大会プログラム
前年度に小林規威会長の特別講演が埼玉キャンパスにおいて実施され設立総会となった。
以下は第２回以降の記録であり、第５回の記録は散佚欠如となっている。
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・開 催 日　平成15年２月26日（水）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会
  上田　　廣（淑徳大学教授）

10：30～10：45 会長挨拶
  岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：45～11：45 基調講演「鉄道と会計」

  村田　直樹（淑徳大学教授）

12：00～13：00 懇 親 会
  上田　　廣（淑徳大学教授）

13：00～13：15 総　　会
  上田　　廣（淑徳大学教授）

13：15～13：40 「柳沢吉保と六義園」

  宮川　葉子（淑徳大学教授）

13：40～14：05 「藤田嗣治の初期作品」

  湯原かの子（淑徳大学教授）

14：05～14：30 「Import Tariff Upstream vs. Export Tax Downstream：

 　Are They Welfare Equivalent?」

  保苅　　尚（淑徳大学専任講師）

14：30～14：55 「Communicative Strategies：

 　The Broadway Musical Versus The Musical Video」

  PhilipD.Zitowitz

14：55～15：20 「キャンパスビオトープの課題」

  渡辺　和浩（淑徳大学非常勤講師）

15：20～15：45 「ネットワーキングによる新しい広告戦略の展開」

  増田　隆昭（淑徳大学教授）

15：45 閉　　会
  岡田　匡令（淑徳大学教授）

第４回 

・開 催 日　平成14年２月25日（月）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会
  河邊匡一郎（淑徳大学教授）

10：30～10：45 会長挨拶
  小林　規威（淑徳大学教授）

10：45～11：45 基調講演「企業再生のシナリオ」

  岡田　匡令（淑徳大学教授）

12：00～13：00 懇 親 会
  坂上　雅翁（淑徳大学教授）

13：00～13：15 総　　会
  坂上　雅翁（淑徳大学教授）

13：15～13：40 「マーケテイング・リサーチの新動向と今後の展開」

  増田　隆昭（淑徳大学教授）

13：40～14：05 「Developing the New Basic Skills」

  吉良　　直（淑徳大学助教授）

14：05～14：30 「ヨーロッパの環境政策と風力発電の成立可能性」

  永江　総宜（淑徳大学助教授）

14：30～14：45 「持続的競争優位としてのリレーションシップ・マーケテイングに関する考察

 　─アスクル社の事例を通して─」

  藤井　智章（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：45～15：00 休　　憩
15：00～15：15 「泉鏡花文学における異界への旅─その意味をめぐって─」

  安田　弥生（淑徳大学大学院国際文化専攻）

15：15～15：40 「Cross-cultural pragmatics」

  ヒュー・パーマー（淑徳大学非常勤講師）

15：40～16：05 「グローバル環境ガバナンスにおけるビジネス部門の役割」

  碓氷　尊（淑徳大学教授）

16：05～16：30 「ブルーノ・タウトに於ける美のイデオロギー」

  ジグラー・ボール（淑徳大学助教授）

16：30 閉　　会
  北野　　大（淑徳大学教授）

第３回
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・開 催 日　平成15年２月26日（水）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会
  上田　　廣（淑徳大学教授）

10：30～10：45 会長挨拶
  岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：45～11：45 基調講演「鉄道と会計」

  村田　直樹（淑徳大学教授）

12：00～13：00 懇 親 会
  上田　　廣（淑徳大学教授）

13：00～13：15 総　　会
  上田　　廣（淑徳大学教授）

13：15～13：40 「柳沢吉保と六義園」

  宮川　葉子（淑徳大学教授）

13：40～14：05 「藤田嗣治の初期作品」

  湯原かの子（淑徳大学教授）

14：05～14：30 「Import Tariff Upstream vs. Export Tax Downstream：

 　Are They Welfare Equivalent?」

  保苅　　尚（淑徳大学専任講師）

14：30～14：55 「Communicative Strategies：

 　The Broadway Musical Versus The Musical Video」

  PhilipD.Zitowitz

14：55～15：20 「キャンパスビオトープの課題」

  渡辺　和浩（淑徳大学非常勤講師）

15：20～15：45 「ネットワーキングによる新しい広告戦略の展開」

  増田　隆昭（淑徳大学教授）

15：45 閉　　会
  岡田　匡令（淑徳大学教授）

第４回 

・開 催 日　平成14年２月25日（月）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会
  河邊匡一郎（淑徳大学教授）

10：30～10：45 会長挨拶
  小林　規威（淑徳大学教授）

10：45～11：45 基調講演「企業再生のシナリオ」

  岡田　匡令（淑徳大学教授）

12：00～13：00 懇 親 会
  坂上　雅翁（淑徳大学教授）

13：00～13：15 総　　会
  坂上　雅翁（淑徳大学教授）

13：15～13：40 「マーケテイング・リサーチの新動向と今後の展開」

  増田　隆昭（淑徳大学教授）

13：40～14：05 「Developing the New Basic Skills」

  吉良　　直（淑徳大学助教授）

14：05～14：30 「ヨーロッパの環境政策と風力発電の成立可能性」

  永江　総宜（淑徳大学助教授）

14：30～14：45 「持続的競争優位としてのリレーションシップ・マーケテイングに関する考察

 　─アスクル社の事例を通して─」

  藤井　智章（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：45～15：00 休　　憩
15：00～15：15 「泉鏡花文学における異界への旅─その意味をめぐって─」

  安田　弥生（淑徳大学大学院国際文化専攻）

15：15～15：40 「Cross-cultural pragmatics」

  ヒュー・パーマー（淑徳大学非常勤講師）

15：40～16：05 「グローバル環境ガバナンスにおけるビジネス部門の役割」

  碓氷　尊（淑徳大学教授）

16：05～16：30 「ブルーノ・タウトに於ける美のイデオロギー」

  ジグラー・ボール（淑徳大学助教授）

16：30 閉　　会
  北野　　大（淑徳大学教授）

第３回
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・開 催 日　平成18年２月25日（土）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：35～10：40 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：40～11：00 総　　会
 研究発表（午前の部）

 １．1930年代のヨーロッパと、日本の社会学

  今井　隆太（淑徳大学非常勤講師）

 ２．福沢諭吉：『文明論之概略』が持つ展望の射程と新秩序の探求

  石倉　幸雄（淑徳大学非常勤講師）

12：00～13：00 昼　　食
 研究発表（午後の部）
 ３．屋久島方言調査報告

  肥田　佳文（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  工藤紫菜子（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  横堀　美紀（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  松永　修一（淑徳大学助教授）

 ４．三富の樹林の管理と学生の農業体験・自然保全活動

  小峰　滋人（淑徳大学人間環境学科）

  中野　浩一（淑徳大学人間環境学科）

  小川　健吾（淑徳大学人間環境学科）

  熊谷　直純（淑徳大学人間環境学科）

  平尾　和哉（淑徳大学人間環境学科）

  岩村　沢也（淑徳大学教授）

  渡辺　和浩（淑徳大学非常勤講師）

 ５．スポーツビジネス・マーケティングの研究

  下川　裕一（淑徳大学大学院国際経営専攻）

第７回

・開 催 日　平成17年２月19日（土）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：30～10：45 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：45～11：45 基調講演「生命をとりまく世界」

  坂上　雅翁（淑徳大学教授）

11：45～12：00 総　　会
12：00～13：00 昼　　食
 研究発表（午後の部）　※　研究発表20分　質疑応答５分

 １．『源氏物語』の「匂ひ」と「薫り」─紫式部の独自性をめぐって─

  冨丘佳代子（淑徳大学大学院国際文化専攻）

 ２．淑徳短大生態園のビオトープ整備

  冨田　茂利（淑徳大学大学院経営環境学科）

  富岡　恵子（淑徳大学大学院国際文化専攻）

  田中健太郎（淑徳大学経営環境学科）

  木本　達也（淑徳大学経営環境学科）

 ３．琉球北部古方言の現在（今帰仁村調査報告）

  松永　修一（淑徳大学助教授）

  金子　亜衣（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  宝田　和貴（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

 ４．物語広告の構造分析　─分析方法の検討─

  井沼　　一（東北大学大学院博士後期課程）

 ５．六義園　─公家文化と武家文化の接点─

  宮川　葉子（淑徳大学教授）

 ６．品質原価計算　─組織管理と会計的管理の統合─

  村田　直樹（淑徳大学教授）

 閉　　会 岡田　匡令（淑徳大学教授）

16：00～ 懇 親 会

第６回 

99_学会誌本文_ALL.indd   370 15/11/30   20:06



— 371 —

・開 催 日　平成18年２月25日（土）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：35～10：40 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：40～11：00 総　　会
 研究発表（午前の部）

 １．1930年代のヨーロッパと、日本の社会学

  今井　隆太（淑徳大学非常勤講師）

 ２．福沢諭吉：『文明論之概略』が持つ展望の射程と新秩序の探求

  石倉　幸雄（淑徳大学非常勤講師）

12：00～13：00 昼　　食
 研究発表（午後の部）
 ３．屋久島方言調査報告

  肥田　佳文（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  工藤紫菜子（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  横堀　美紀（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  松永　修一（淑徳大学助教授）

 ４．三富の樹林の管理と学生の農業体験・自然保全活動

  小峰　滋人（淑徳大学人間環境学科）

  中野　浩一（淑徳大学人間環境学科）

  小川　健吾（淑徳大学人間環境学科）

  熊谷　直純（淑徳大学人間環境学科）

  平尾　和哉（淑徳大学人間環境学科）

  岩村　沢也（淑徳大学教授）

  渡辺　和浩（淑徳大学非常勤講師）

 ５．スポーツビジネス・マーケティングの研究

  下川　裕一（淑徳大学大学院国際経営専攻）

第７回

・開 催 日　平成17年２月19日（土）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：30～10：45 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：45～11：45 基調講演「生命をとりまく世界」

  坂上　雅翁（淑徳大学教授）

11：45～12：00 総　　会
12：00～13：00 昼　　食
 研究発表（午後の部）　※　研究発表20分　質疑応答５分

 １．『源氏物語』の「匂ひ」と「薫り」─紫式部の独自性をめぐって─

  冨丘佳代子（淑徳大学大学院国際文化専攻）

 ２．淑徳短大生態園のビオトープ整備

  冨田　茂利（淑徳大学大学院経営環境学科）

  富岡　恵子（淑徳大学大学院国際文化専攻）

  田中健太郎（淑徳大学経営環境学科）

  木本　達也（淑徳大学経営環境学科）

 ３．琉球北部古方言の現在（今帰仁村調査報告）

  松永　修一（淑徳大学助教授）

  金子　亜衣（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

  宝田　和貴（淑徳大学文化コミュニケーション学科）

 ４．物語広告の構造分析　─分析方法の検討─

  井沼　　一（東北大学大学院博士後期課程）

 ５．六義園　─公家文化と武家文化の接点─

  宮川　葉子（淑徳大学教授）

 ６．品質原価計算　─組織管理と会計的管理の統合─

  村田　直樹（淑徳大学教授）

 閉　　会 岡田　匡令（淑徳大学教授）

16：00～ 懇 親 会

第６回 
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・開 催 日　平成20年２月22日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 “P

「 パ ン

enem e
と

t c
サ ー カ ス 」

ircensem”：古代ローマ帝国の統治と社会
  宮嵜　麻子　（淑徳大学准教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答５分
11：30～ １．朝日訴訟の現代的意義 田中千香子　（創英国際特許法律事務所）

11：50～ ２．開国期日本に対する米、英の外交姿勢と福澤諭吉が想像した西欧の対日イメージ
  石倉　幸雄　（元　淑徳大学非常勤講師）

12：10～13：00 昼　　食
13：00～13：20 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：20～ ３．なりたい自分になる：在英日本人成人学生の留学目的

  赤崎　美砂　（淑徳大学准教授）

13：40～ ４．コミュニケーション教育と自己変容能力
  西方かしい　（淑徳大学兼務講師）

14：00～ ５．「言葉」領域における評価基準の設定と実践研究
  倉賀野恵子　（淑徳大学非常勤講師）

14：20～ ６．英語科教育法の７年とより多くの英語教員を生みだすための提言
  大熊　信治　（淑徳大学准教授）

14：40～ ７．サンタクロースの表象 井沼　　一　（淑徳大学非常勤講師）

15：00～15：20 休　　憩
15：20～ ８．海外進出企業の現地適応のための企業文化マネジメント
  金　　明子　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：40～ ９．日本的経営のパースペクティブ─日本的経営の再認識・評価─
  古川　貴大　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：00～ 10．経営診断のパラダイム研究
  山本　竜司　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：20～ 11．湖沼周辺樹木の落葉が水質に及ぼす影響
  木本　達也　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：40～ 12．小布施と松代─地域おこしの形
  岩村　沢也　（淑徳大学教授）

  毛塚　泰元　（淑徳大学人間環境学科）

17：00 閉　　会 横山　裕道　（淑徳大学教授）

 懇親会（シルクロード）【17：10～　　】

第９回

・開 催 日　平成19年２月23日（金）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

10：35～10：40 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：40～11：00 総　　会
 研究発表（午前の部）　※　研究発表20分　質疑応答５分

１．11：00～ 『松陰日記』の一伝本　─内閣文庫所蔵本をめぐって─

  池田　友美（淑徳大学大学院国際文化専攻）

２．11：30～ 正親町町子腹二男児の転封─松平右京大夫輝定の役割

  宮川　葉子（淑徳大学教授）

12：00～13：30 昼　　食
 研究発表（午後の部）

３．13：30～ 日本における教育改革

  今井　義博（淑徳大学助教授）

４．14：00～ 経営診断理論の新パラダイム

  岡田　匡令（淑徳大学教授）

14：30～14：45 休　　憩
５．14：45～ 中国会社法の改正問題─特にコーポレート・ガバナンスについて

  廖　　海涛（淑徳大学非常勤講師）

６．15：15～ 中国小売業の環境経営─日中イトーヨーカ堂の環境対策の比較

  段　　雪蓮（淑徳大学大学院国際経営専攻）

７．15：45～ 中国環渤海地域進出日系企業の現地化

  徳　　　文（淑徳大学大学院国際経営専攻）

 閉　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

16：30～ 懇親会（シルクロード）

第８回 
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・開 催 日　平成20年２月22日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 “P

「 パ ン

enem e
と

t c
サ ー カ ス 」

ircensem”：古代ローマ帝国の統治と社会
  宮嵜　麻子　（淑徳大学准教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答５分
11：30～ １．朝日訴訟の現代的意義 田中千香子　（創英国際特許法律事務所）

11：50～ ２．開国期日本に対する米、英の外交姿勢と福澤諭吉が想像した西欧の対日イメージ
  石倉　幸雄　（元　淑徳大学非常勤講師）

12：10～13：00 昼　　食
13：00～13：20 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：20～ ３．なりたい自分になる：在英日本人成人学生の留学目的

  赤崎　美砂　（淑徳大学准教授）

13：40～ ４．コミュニケーション教育と自己変容能力
  西方かしい　（淑徳大学兼務講師）

14：00～ ５．「言葉」領域における評価基準の設定と実践研究
  倉賀野恵子　（淑徳大学非常勤講師）

14：20～ ６．英語科教育法の７年とより多くの英語教員を生みだすための提言
  大熊　信治　（淑徳大学准教授）

14：40～ ７．サンタクロースの表象 井沼　　一　（淑徳大学非常勤講師）

15：00～15：20 休　　憩
15：20～ ８．海外進出企業の現地適応のための企業文化マネジメント
  金　　明子　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：40～ ９．日本的経営のパースペクティブ─日本的経営の再認識・評価─
  古川　貴大　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：00～ 10．経営診断のパラダイム研究
  山本　竜司　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：20～ 11．湖沼周辺樹木の落葉が水質に及ぼす影響
  木本　達也　（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：40～ 12．小布施と松代─地域おこしの形
  岩村　沢也　（淑徳大学教授）

  毛塚　泰元　（淑徳大学人間環境学科）

17：00 閉　　会 横山　裕道　（淑徳大学教授）

 懇親会（シルクロード）【17：10～　　】

第９回

・開 催 日　平成19年２月23日（金）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：30 開　　会 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

10：35～10：40 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

10：40～11：00 総　　会
 研究発表（午前の部）　※　研究発表20分　質疑応答５分

１．11：00～ 『松陰日記』の一伝本　─内閣文庫所蔵本をめぐって─

  池田　友美（淑徳大学大学院国際文化専攻）

２．11：30～ 正親町町子腹二男児の転封─松平右京大夫輝定の役割

  宮川　葉子（淑徳大学教授）

12：00～13：30 昼　　食
 研究発表（午後の部）

３．13：30～ 日本における教育改革

  今井　義博（淑徳大学助教授）

４．14：00～ 経営診断理論の新パラダイム

  岡田　匡令（淑徳大学教授）

14：30～14：45 休　　憩
５．14：45～ 中国会社法の改正問題─特にコーポレート・ガバナンスについて

  廖　　海涛（淑徳大学非常勤講師）

６．15：15～ 中国小売業の環境経営─日中イトーヨーカ堂の環境対策の比較

  段　　雪蓮（淑徳大学大学院国際経営専攻）

７．15：45～ 中国環渤海地域進出日系企業の現地化

  徳　　　文（淑徳大学大学院国際経営専攻）

 閉　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

16：30～ 懇親会（シルクロード）

第８回 
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・開 催 日　平成22年２月26日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 「日本企業の商品開発とPB」
  松岡　幸次郎（淑徳大学教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答５分
11：30～ １．亀井勝一郎におけるアジア認識をめぐって
  渡部　治（淑徳大学教授）

11：50～ ２．RFIDとプライバシー問題
  岡田　好史（淑徳大学兼任講師）

12：10～13：20 昼　　食
13：20～13：40 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～ ３．柳沢吉保の下屋鋪
  宮川　葉子（淑徳大学教授）

14：10～ ４．「松陰日記」の史料的価値─『徳川実記』を起点として─
  池田　友美（淑徳大学大学院研究会研究員）

14：30～ ５．中東欧地域の日本語教育事情─報告書分析に見る特徴と問題点─
  平野　美恵子（お茶の水女子大学）

14：50～ ６．音楽教育における療法的アプローチ（ラテン音楽をモチーフにした場合）
 　　─障がい児・者とサンバのリズム─
  高橋　多喜子（淑徳大学教授）

15：10～15：30　　休　　憩
15：30～ ７．米西戦争の文化史的背景 石倉　幸雄（元　淑徳大学非常勤講師）

15：50～ ８．アメリカ合衆国における動物擁護思想とベジタリアニズム
 　　─人種・階級意識とジェンダーに関する─考察
  白石　千鶴（淑徳大学兼任講師）

16：10～ ９．食の安全とコミュニケーション　　永江ゼミ３名（淑徳大学）

16：30～ 10．ドイツ観光産業の現状─バイエルン州の事例
  植田　真結香（淑徳大学）

16：50 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：00～　　】

第11回

・開 催 日　平成21年２月27日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 星野　英樹（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 「地球温暖化とどう向き合うか～国際社会がいま問われている～」
  横山　裕道　（淑徳大学教授）　

 研究発表（午前の部）　※　研究発表20分　質疑応答10分
11：30～ １． 西方かしい（淑徳大学非常勤講師）

12：00～ ２．電子計算機損壊等業務妨害罪における電子計算機の意義
  岡田　好史（淑徳大学非常勤講師）

12：30～13：30 昼　　食

13：30～13：50 総　　会

 研究発表（午後の部）
14：00～ ３．温暖化防止に向けた行政の取り組み～市民に何を呼びかけているか
  伊藤恭平など（横山ゼミ３年生共同発表）

14：30～ ４．実験池におけるメダカ及びヨシノボリへの
 　　ドブガイ・グロキジュウム幼生の寄生と部位特性
  木本　達也（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：00～ ５．環境効率指標でみる環境経営の現状 菅野　広治（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：30～15：40　　休　　憩
15：40～ ６．ホテル産業における顧客満足の実現─顧客価値創造の視点から
  李　　　楠（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：10～ ７．株式売買ゲームの設計と開発
  福本　桂一（淑徳大学経営コミュニケーション学科）

16：40～ ８．中国の自動車市場の特性と販売チャネルの研究
  温　　海英（淑徳大学大学院国際経営専攻）

17：10～ ９．成人の留学成果：留学から就職まで
  赤崎　美砂（淑徳大学准教授）

17：40 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：50～　　】

第10回 
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・開 催 日　平成22年２月26日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 「日本企業の商品開発とPB」
  松岡　幸次郎（淑徳大学教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答５分
11：30～ １．亀井勝一郎におけるアジア認識をめぐって
  渡部　治（淑徳大学教授）

11：50～ ２．RFIDとプライバシー問題
  岡田　好史（淑徳大学兼任講師）

12：10～13：20 昼　　食
13：20～13：40 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～ ３．柳沢吉保の下屋鋪
  宮川　葉子（淑徳大学教授）

14：10～ ４．「松陰日記」の史料的価値─『徳川実記』を起点として─
  池田　友美（淑徳大学大学院研究会研究員）

14：30～ ５．中東欧地域の日本語教育事情─報告書分析に見る特徴と問題点─
  平野　美恵子（お茶の水女子大学）

14：50～ ６．音楽教育における療法的アプローチ（ラテン音楽をモチーフにした場合）
 　　─障がい児・者とサンバのリズム─
  高橋　多喜子（淑徳大学教授）

15：10～15：30　　休　　憩
15：30～ ７．米西戦争の文化史的背景 石倉　幸雄（元　淑徳大学非常勤講師）

15：50～ ８．アメリカ合衆国における動物擁護思想とベジタリアニズム
 　　─人種・階級意識とジェンダーに関する─考察
  白石　千鶴（淑徳大学兼任講師）

16：10～ ９．食の安全とコミュニケーション　　永江ゼミ３名（淑徳大学）

16：30～ 10．ドイツ観光産業の現状─バイエルン州の事例
  植田　真結香（淑徳大学）

16：50 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：00～　　】

第11回

・開 催 日　平成21年２月27日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 星野　英樹（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 「地球温暖化とどう向き合うか～国際社会がいま問われている～」
  横山　裕道　（淑徳大学教授）　

 研究発表（午前の部）　※　研究発表20分　質疑応答10分
11：30～ １． 西方かしい（淑徳大学非常勤講師）

12：00～ ２．電子計算機損壊等業務妨害罪における電子計算機の意義
  岡田　好史（淑徳大学非常勤講師）

12：30～13：30 昼　　食

13：30～13：50 総　　会

 研究発表（午後の部）
14：00～ ３．温暖化防止に向けた行政の取り組み～市民に何を呼びかけているか
  伊藤恭平など（横山ゼミ３年生共同発表）

14：30～ ４．実験池におけるメダカ及びヨシノボリへの
 　　ドブガイ・グロキジュウム幼生の寄生と部位特性
  木本　達也（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：00～ ５．環境効率指標でみる環境経営の現状 菅野　広治（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：30～15：40　　休　　憩
15：40～ ６．ホテル産業における顧客満足の実現─顧客価値創造の視点から
  李　　　楠（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：10～ ７．株式売買ゲームの設計と開発
  福本　桂一（淑徳大学経営コミュニケーション学科）

16：40～ ８．中国の自動車市場の特性と販売チャネルの研究
  温　　海英（淑徳大学大学院国際経営専攻）

17：10～ ９．成人の留学成果：留学から就職まで
  赤崎　美砂（淑徳大学准教授）

17：40 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：50～　　】

第10回 
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・開 催 日　平成24年２月22日（水）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 渡部　　治（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教慢）

 基調講演
10：30～11：30 共生と社会企業
  岡田　匡令（淑徳大学教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答３分
11：30～ １．英語に慣れ親しむ学習環境の構築に向けて─小学校外国語活動
  田所　　昂（淑徳大学人間環境学科）

11：50～ ２．学生を英語学習へと動機づける授業内容について
  西方かしい（淑徳大学兼任講師）

12：10～13：20 昼　　食
13：20～13：40 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～ ３．齋王
  佐藤　光佑（淑徳大学大学院国際文化専攻）

14：10～ ４．CSRと女性労働問題
  翟　　慧慧（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：30～ ５．中国におけるCSRの問題点と展望
  水　　　森（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：50～ ６．大学院留学生は研究をどのように受け止めているのか
 　　─インタビューのM─GTA分析から─
  トンプソン美恵子（淑徳大学兼任講師）

15：10～15：30 休　　憩
15：30～ ７．学生と地域住民が共生する街づくり
 　　─大学の街となるJR中野駅北口をモデルに─
  白寄ゼミ（淑徳大学）

15：50～ ８．『観光モデルルート』を考察する
  白寄ゼミ（淑徳大学）

16：10～ ９．教材としてのパネルシアターに関する研究（１）
 　　─意欲的に学べる漢字学習─
  池田　康平・五味　将（淑徳大学人間環境学科）

  萩原　拓也（淑徳大学人間環境学科）

16：30～ 10．教材としてのパネルシアターに関する研究（２）
 　　─日常生活を取り込んだ小学校英語活動─
  松島　沙羅（淑徳大学人間環境学科）

  新井　晶子・関　友希子（淑徳大学人間環境学科）

16：50～ 11．中国内陸部におけるイトーヨーカ堂の戦略
  勾　艶麗（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：50 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：00～　　】

第13回

・開 催 日　平成23年２月18日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 謎の円仁石刻─日中交流の足跡
  小川　博章（淑徳大学教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答５分
11：30～ １．『福寿堂年録』─その命名の由来
  宮川　葉子（淑徳大学教授）

11：50～ ２．「吉保拝領の綱吉筆「桜馬図」」
  池田　友美（淑徳大学大学院研究会研究員）

12：10～13：20 昼　　食
13：20～13：40 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～ ３．動物保護活動のもたらす問題についての一考察
 ─グローバリズムと「国民文化」を中心に─
  白石　千鶴（淑徳大学兼任講師）

14：10～ ４．消費文化としてのディズニーランド─TDRへ行くということ─
  井沼　一
14：30～ ５．中国市場における資生堂の経営戦略
  崔　艶慧（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：50～ ６．中国ICT企業の現状と将来の方向について
  凌　芸珊（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：10～15：30　　休　　憩
15：30～ ７．身体表現の指導方法を取り入れた小学校外国語活動の授業提案
  黒澤　麻美（淑徳大学）

15：50～ ８．lnbound成功への一考察 白寄ゼミ（淑徳大学）

16：10～ ９．魅せる観光のあり方─やさしい観光案内MAP「神楽坂」─
  白寄ゼミ（淑徳大学）

16：30～ 10．観光の背景としての文化─ドイツ南部現地調査の成果より─
  宮嵜ゼミ（淑徳大学）

16：50　　 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：00～　　】

第12回 
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・開 催 日　平成24年２月22日（水）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 渡部　　治（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教慢）

 基調講演
10：30～11：30 共生と社会企業
  岡田　匡令（淑徳大学教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答３分
11：30～ １．英語に慣れ親しむ学習環境の構築に向けて─小学校外国語活動
  田所　　昂（淑徳大学人間環境学科）

11：50～ ２．学生を英語学習へと動機づける授業内容について
  西方かしい（淑徳大学兼任講師）

12：10～13：20 昼　　食
13：20～13：40 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～ ３．齋王
  佐藤　光佑（淑徳大学大学院国際文化専攻）

14：10～ ４．CSRと女性労働問題
  翟　　慧慧（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：30～ ５．中国におけるCSRの問題点と展望
  水　　　森（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：50～ ６．大学院留学生は研究をどのように受け止めているのか
 　　─インタビューのM─GTA分析から─
  トンプソン美恵子（淑徳大学兼任講師）

15：10～15：30 休　　憩
15：30～ ７．学生と地域住民が共生する街づくり
 　　─大学の街となるJR中野駅北口をモデルに─
  白寄ゼミ（淑徳大学）

15：50～ ８．『観光モデルルート』を考察する
  白寄ゼミ（淑徳大学）

16：10～ ９．教材としてのパネルシアターに関する研究（１）
 　　─意欲的に学べる漢字学習─
  池田　康平・五味　将（淑徳大学人間環境学科）

  萩原　拓也（淑徳大学人間環境学科）

16：30～ 10．教材としてのパネルシアターに関する研究（２）
 　　─日常生活を取り込んだ小学校英語活動─
  松島　沙羅（淑徳大学人間環境学科）

  新井　晶子・関　友希子（淑徳大学人間環境学科）

16：50～ 11．中国内陸部におけるイトーヨーカ堂の戦略
  勾　艶麗（淑徳大学大学院国際経営専攻）

16：50 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：00～　　】

第13回

・開 催 日　平成23年２月18日（金）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：20 開　　会 横山　裕道（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 岡田　匡令（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 謎の円仁石刻─日中交流の足跡
  小川　博章（淑徳大学教授）

 研究発表（午前の部）　※　研究発表15分　質疑応答５分
11：30～ １．『福寿堂年録』─その命名の由来
  宮川　葉子（淑徳大学教授）

11：50～ ２．「吉保拝領の綱吉筆「桜馬図」」
  池田　友美（淑徳大学大学院研究会研究員）

12：10～13：20 昼　　食
13：20～13：40 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～ ３．動物保護活動のもたらす問題についての一考察
 ─グローバリズムと「国民文化」を中心に─
  白石　千鶴（淑徳大学兼任講師）

14：10～ ４．消費文化としてのディズニーランド─TDRへ行くということ─
  井沼　一
14：30～ ５．中国市場における資生堂の経営戦略
  崔　艶慧（淑徳大学大学院国際経営専攻）

14：50～ ６．中国ICT企業の現状と将来の方向について
  凌　芸珊（淑徳大学大学院国際経営専攻）

15：10～15：30　　休　　憩
15：30～ ７．身体表現の指導方法を取り入れた小学校外国語活動の授業提案
  黒澤　麻美（淑徳大学）

15：50～ ８．lnbound成功への一考察 白寄ゼミ（淑徳大学）

16：10～ ９．魅せる観光のあり方─やさしい観光案内MAP「神楽坂」─
  白寄ゼミ（淑徳大学）

16：30～ 10．観光の背景としての文化─ドイツ南部現地調査の成果より─
  宮嵜ゼミ（淑徳大学）

16：50　　 閉　　会
 懇親会（シルクロード）【17：00～　　】

第12回 

99_学会誌本文_ALL.indd   377 15/11/30   20:06



— 378 —

・開 催 日　平成26年２月28日（金）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：00 受付開始
10：20 開会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 渡部　　治（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 福澤諭吉が想像した西欧の日本イメージと明治政府の条約改正交渉の成否

  石倉　幸雄（元　淑徳大学講師）

 研究発表（午前の部）
11：40～12：00 １．小学校における携帯電話に関する教育の在り方

  細川芽生（淑徳大学人間環境学科）

12：00～12：30 ２．柳沢吉保の側室　─公家の姫の半生

  宮川葉子（淑徳大学教授）

12：30～13：20 昼　　食
13：20～13：50 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～14：20 ３．hospitalityの歴史的変遷について

  小澤　信夫（淑徳大学兼任講師）

14：25～14：55 ４．地震予知がかすんでいく　─南海トラフ巨大地震が迫る中で─

  横山　裕道（淑徳大学客員教授）

15：00～15：30　　５．文化とボタ山の遠景　─石炭政策転換期およびその後

  野田　茂德（筑波大学名誉教授）

15：35～15：45 休　　憩
15：45～16：15 ６．最近の経営学について

  岡田　匡令（淑徳大学名誉教授）

16：20～17：00 ７．小説表現と映画表現の差異について　─「飢餓海峡」の場合─

  渡部　　治（淑徳大学教授）

17：00 閉会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

17：10～18：20 懇 親 会

第15回

・開 催 日　平成25年２月28日（木）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：00 受付開始
10：20 開会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 渡部　　治（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 ソシオエコロジーと現代史の解析　─〈伝統的なるもの〉の崩壊と歴史的潮流の視点─
  野田　茂德（淑徳大学大学院客員教授）

 研究発表（午前の部）
11：30～　 １．勾玉の宗教的性格について
  瀧音　　大（早稲田大学大学院）

11：55～ ２．斎宮と脇本遺跡
  佐藤　光佑（淑徳大学大学院）

12：20～13：10 昼　　食
★13：10～13：30 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：30～ ３．小・中学校における情報モラル教育の外部教室による実践
  井沼　　一（国学院大学兼任講師）

13：55～ ４．後柏原天皇筆『十帖源氏』と猪苗代兼載著『源氏一部抜書』
  宮川　葉子（淑徳大学教授）

14：20～ ５．短期海外研修への一つの提案 大熊　信治（淑徳大学准教授）

14：45～ ６．日本の原発はどうなるのか　─地震国で大事故を経験して─
  横山　裕道（淑徳大学客員教授）

15：10～ ７．日本の流通産業における究極の顧客満足度について
 　　─顧客のクレーム等を分析し究極のCSを図る─
  小澤　信夫（淑徳大学兼任講師）

15：35～15：45　　休　　憩
15：45～ ８．ハワイにおける伝統文化の位置
  高橋　弘（淑徳大学教授）・同ゼミ学生
16：10～ ９．幼稚園と小学校ののぞましい接続に関する一考察
  清水　啓陽（淑徳大学人間環境学科）

16：30～ 10．長崎の近代産業遺産を巡って
  岩村　沢也（淑徳大学教授）

  穴沢　友紀・上野　楓輝
  武田　光平（淑徳大学人間環境学科）

16：50～ 11．観光立国を目指す日本のインバウンド成功への一考察
 　　─『安心』というサービス向上のための小冊子作成まで─
  白寄ゼミ（淑徳大学）

17：10 閉会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

17：20～18：20 懇 親 会

第14回 
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・開 催 日　平成26年２月28日（金）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：00 受付開始
10：20 開会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 渡部　　治（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 福澤諭吉が想像した西欧の日本イメージと明治政府の条約改正交渉の成否

  石倉　幸雄（元　淑徳大学講師）

 研究発表（午前の部）
11：40～12：00 １．小学校における携帯電話に関する教育の在り方

  細川芽生（淑徳大学人間環境学科）

12：00～12：30 ２．柳沢吉保の側室　─公家の姫の半生

  宮川葉子（淑徳大学教授）

12：30～13：20 昼　　食
13：20～13：50 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：50～14：20 ３．hospitalityの歴史的変遷について

  小澤　信夫（淑徳大学兼任講師）

14：25～14：55 ４．地震予知がかすんでいく　─南海トラフ巨大地震が迫る中で─

  横山　裕道（淑徳大学客員教授）

15：00～15：30　　５．文化とボタ山の遠景　─石炭政策転換期およびその後

  野田　茂德（筑波大学名誉教授）

15：35～15：45 休　　憩
15：45～16：15 ６．最近の経営学について

  岡田　匡令（淑徳大学名誉教授）

16：20～17：00 ７．小説表現と映画表現の差異について　─「飢餓海峡」の場合─

  渡部　　治（淑徳大学教授）

17：00 閉会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

17：10～18：20 懇 親 会

第15回

・開 催 日　平成25年２月28日（木）
・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：00 受付開始
10：20 開会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

10：25～10：30 会長挨拶 渡部　　治（淑徳大学教授）

 基調講演
10：30～11：30 ソシオエコロジーと現代史の解析　─〈伝統的なるもの〉の崩壊と歴史的潮流の視点─
  野田　茂德（淑徳大学大学院客員教授）

 研究発表（午前の部）
11：30～　 １．勾玉の宗教的性格について
  瀧音　　大（早稲田大学大学院）

11：55～ ２．斎宮と脇本遺跡
  佐藤　光佑（淑徳大学大学院）

12：20～13：10 昼　　食
★13：10～13：30 総　　会
 研究発表（午後の部）
13：30～ ３．小・中学校における情報モラル教育の外部教室による実践
  井沼　　一（国学院大学兼任講師）

13：55～ ４．後柏原天皇筆『十帖源氏』と猪苗代兼載著『源氏一部抜書』
  宮川　葉子（淑徳大学教授）

14：20～ ５．短期海外研修への一つの提案 大熊　信治（淑徳大学准教授）

14：45～ ６．日本の原発はどうなるのか　─地震国で大事故を経験して─
  横山　裕道（淑徳大学客員教授）

15：10～ ７．日本の流通産業における究極の顧客満足度について
 　　─顧客のクレーム等を分析し究極のCSを図る─
  小澤　信夫（淑徳大学兼任講師）

15：35～15：45　　休　　憩
15：45～ ８．ハワイにおける伝統文化の位置
  高橋　弘（淑徳大学教授）・同ゼミ学生
16：10～ ９．幼稚園と小学校ののぞましい接続に関する一考察
  清水　啓陽（淑徳大学人間環境学科）

16：30～ 10．長崎の近代産業遺産を巡って
  岩村　沢也（淑徳大学教授）

  穴沢　友紀・上野　楓輝
  武田　光平（淑徳大学人間環境学科）

16：50～ 11．観光立国を目指す日本のインバウンド成功への一考察
 　　─『安心』というサービス向上のための小冊子作成まで─
  白寄ゼミ（淑徳大学）

17：10 閉会の辞 工藤　久嗣（淑徳大学教授）

17：20～18：20 懇 親 会
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1

昨秋、本学大学院の主催によって、東アジアを主な舞台とする国際学術交流フォーラムが開催でき

ましたことは、大学院における研究活動の活性化にとって、まことに意義深いものがあります。これ

まで国際的な学術交流は、どちらかといえば個々の教員もしくは研究グループの活動に委ねられてき

た観があり、大学院としての組織的な取り組みにまで至りませんでした。遅まきながら機が熟したと

言うべきかもしれません。

フォーラムのテーマは、大学院を構成する総合福祉研究科と国際経営・文化研究科の特色を生かし

た、「東アジアにおける社会福祉の現実と展望」「日本的経営の現実と展望」「日本文化の国際性」の

三つの柱立てでありました。２日間にわたるプログラムは、開会式での学長挨拶、招請ゲストの紹介

後、「東アジア地域の共生に向けて」と題する本学の岡田匡令教授の基調講演に始まり、上記三つの

セッションそれぞれ薀蓄を傾けられた二本の主題講演と共同討議、そして和やかで打ち解けたレセプ

ションが第１日目でした。

２日目は日韓をつなぐ代表的なソーシャルワーカーで社会福祉法人「こころの家族」理事長の尹

基先生の特別記念講演「木浦共生園と私」に改めて感動し、つづいて分科会に入ると、どの会場も時

間が足りないほどに熱のこもった議論が交わされました。閉会式ではゲスト代表のあたたかい励まし

のご挨拶のあと、フォーラム実行委員長渡部 治教授のお礼と締めくくりの挨拶をもって、盛会裡に

実り大きい本行事の幕を閉じることができました。ゲストの方々のお名前は後掲の通りですが、大韓

民国から４名、台湾から３名、中華人民共和国から１名、国内から８名、計16名の第一線でご活躍の

研究者をお迎えできましたこと、ご協力に深甚なる謝意を表します。

私も全日程を参加させていただき、専門外の発表に接してとまどうこともありましたが、切り口や

分析の冴えに引き込まれ、多くの学びと新鮮な学的刺激を与えられました。そして、東アジアの中の

日本の位置を再認識させられると同時に、この地域における共生の課題へとより意識化するチャンス

となったことは間違いありません。なお、このたびお招きした国外ゲストの多くは、本学が学術交流

等で協定を結んでいる大学の先生方でもあります。これまでの学生中心の交換留学や研修に加えて、

教員組織の研究面における交流の振興に向けた土壌づくりにもなりえたのではないでしょうか。

海外との学術交流が本当の意味で成果をあげるためには、息の長い地道な交流が欠かせません。本

学としては、今回のフォーラムの成果を検証しつつ、次のステップへの具体的な課題を見出して、今

後の交流と学術研究の進展につなげていかねばと思います。その意味でもこのたびの報告書の刊行は
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（2007年11月24日、25日開催　於淑徳大学みずほ台キャンパス）

・開 催 日　平成27年２月27日（金）

・会　　場　淑徳大学みずほ台キャンパス

10：00 受付開始
10：20～10：30 開会の辞 渡部　　治（淑徳大学教授）

  （国際コミュニケーション学会会長）

 基調講演
10：30～11：20 政府の言語施策と国立国語研究所

  霜岡　昭夫（淑徳大学講師）

  （山口大学名誉教授・国立国語研究所元所員）

 研究発表（午前の部）
11：30～12：00 １．報告・教職実践演習を担当して─現状と展望─

  渡部　　治（淑徳大学教授）

12：00～12：20 ２．これからの英語教育への提言 大熊　信治（元　淑徳大学准教授）

12：20～13：30 昼食・休憩
13：30～13：50 会員総会
 研究発表（午後の部）
13：50～14：20 １．戦争のトラウマと共に生きた詩人・医師　丸山豊について

  野田　茂德（筑波大学名誉教授）

14：25～14：55 ２．「明治14年の政変」事件の知られざる真相

  大久保啓次郎（国際コミュニケーション学会会員）

15：00～15：30 ３．災害とメディア─被災地における必要な情報と役立ったメディア─

  井沼　　一（国学院大学講師）

15：35～15：45 休　　憩
15：45～16：15 ４．福島原発事故で古里を追われた人々の苦悩

 　　─被災者の帰還に立ちはだかる放射能の壁─

  横山　裕道（淑徳大学客員教綬）

16：20～16：50 ５．共生の経営

  岡田　匡令（淑徳大学名誉教授）

17：00 閉会の辞 渡部　　治（淑徳大学教授）

 懇 親 会　【外での開催を予定しています。】

第16回 
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